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【要 旨】 

 

看護技術演習「静脈血採血」に向けた自己学習の実施状況を調査し，自己学習を実施するきっかけになっ
た要因について検討することを目的に，看護学生 74 名を対象に自記式質問紙による縦断調査を実施した． 

静脈血採血は看護師として必要な技術だと感じ，学習不足について認識した学生は自己学習を実施してい
る傾向にあった．また，自己効力感が高い学生は，演習に向けた自己学習として既習の授業プリントや教科
書をよく見ている傾向にあり，静脈血採血に関連する知識の復習や積み重ねができていた．一方，看護師体
験に不安を感じることは自己学習の実施と関連がなかった．不安が自己学習を促進していなかった要因とし
て，学生は静脈血採血を体験する際に困難や気がかりに感じていることを明確にできていない可能性があり，
不安を軽減する方法の一つである自己学習を行うといった行動までに至らなかった可能性が示唆された． 
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1. はじめに 
 

看護技術の複雑化・多様化や国民の安全意識の高
まりの中で，学生が体験できる看護技術は限定され
る傾向にある．特に身体侵襲を伴う看護技術は，学
生が患者に直接提供する機会が得にくくなっている
1)，2)．看護基礎教育の技術項目の中で静脈血採血は，
卒業時の到達度を学内演習で実施できる 3)，4)ことと
して位置づけられている．静脈血採血の学内演習方
法には，モデル人形を用いた方法と学生間で実際に
静脈血採血を実施する方法があり，どちらの方法を

取り入れているのかは看護師養成機関の教育体制や
方針によって違っている．大西ら 5)が行った日本看
護協会看護研修学校認定看護師教育課程を受講して
いる看護師を対象にした調査では，80.0％の看護師
が学生の頃に学生間で静脈血採血を体験学習してい
たことが報告されている． 

学生間で静脈血採血を体験学習することは，相手
の感情に沿い，相手を思いやる，相手の立場へ意識
をむけることができ，看護者として対象の安全に配
慮する姿勢について考える機会となる 6)．また，静
脈血採血の成功体験が学生の自信に結びつく 7)など
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の効果がある． 

しかし，教員がいくら体験学習などの教授法を導
入しても，学生自らが学習課題を見出し，学習の改
善に努めなければ，効果的な目標達成は望めない 8)．
そのためには，学生は看護技術演習で既習の知識を
想起し，その知識を看護技術に活用できるよう自己
学習することが必要不可欠である． 

そこで本研究は，看護技術演習「静脈血採血」の
進行に合わせて自己学習の実施状況を調査し，自己
学習を実施するきっかけになった要因について検討
する．なお，本研究における自己学習とは，「学生が
看護技術演習に向けて，授業時間外に行った学習」
とする． 

静脈血採血は身体侵襲を伴う看護技術であり，学
生間で静脈血採血の体験学習を取り入れる際には安
全面への十分な配慮が必要である．具体的に本校で
は，専門基礎科目で血管や神経走行に関する講義を
行った後に，専門科目で看護技術演習「静脈血採血」
を取り入れている．また，静脈血採血の実施はモデ
ル人形を用いた技術チェックに合格し，実際に静脈
血採血の体験を希望する学生のみが学生 1 人に対し
1 教員の指導体制で実施している． 

 

2. 研究方法 
 
2.1. 対象者 
看護技術演習「静脈血採血」を受講している A 大

学看護学科の学生 75 名を対象とした．性別の内訳
は男性 12 名、女性 63 名であった． 

 

2.2. 調査方法 
調査期間は平成 25 年 10 月～平成 26 年 1 月であ

った．自記式質問紙による縦断調査を実施した． 

質問紙は，各演習時間終了後に研究者が看護実習
室で配布し，看護実習室内に設置した回収ボックス
を用いて回収した．質問紙は演習の進行に合わせ 4

回配布した． 

○1 回目：教員による静脈血採血のデモンストレー
ション後 

○2 回目：学生が静脈血採血練習キット（さすぞー
君）を用いて演習を行った後 

○3 回目：学生間で静脈血採血を実施した後 

○4 回目：演習科目「基礎看護技術論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
で習得する全ての看護技術項目が終了し
た後 

 

2.3. 質問紙の内容  
2.3.1. 看護技術演習「静脈血採血」の体験内容 
看護師（実際に人に針を刺す）体験の有無，患者

（実際に針を刺される）体験の有無 

2.3.2. 自己学習の実施状況 
演習に向けた自己学習「教科書を読む時間」「教科

書の書き込みやアンダーラインの量」「看護実習室に
ある VTR をみる回数」「既習の授業プリントや教科
書を見る時間」「廊下に掲示した血管・神経走行の解
剖図を見る回数」「インターネットを利用して調べる
時間」「教員にアドバイスを求める」「看護師として
働いている知人にアドバイスを求める」「他の演習グ
ループの学生にアドバイスを求める」「他校の学生に
アドバイスを求める」「学校での練習回数」「家での
練習回数」の 12 項目に対し，「とても減った」「減
った」「変わらない」「増えた」「とても増えた」の 5

段階の順序尺度で評価した． 

2.3.3. 自己学習を実施するきっかけになった因子 
(1) 自己学習を実施した理由 
「教材に興味を持った」「演習内容に興味を持った」

「学習が足りていないと思った」「学習不足について
教員から指摘を受けた」「学習不足について患者役の
学生から指摘を受けた」「学習しないと患者役の学生
に迷惑をかけると思った」「練習（勉強）しようと友
達に誘われた」「将来，看護師として必要な技術だと
思った」「侵襲のある技術だと思った」「習得するの
は難しい技術だと思った」の 10 項目に対し，「全く
そう思わない」「そう思わない」「どちらでもない」
「そう思う」「とてもそう思う」の 5 段階の順序尺
度で評価した． 

(2) 静脈血採血に対する思い・気持ち 
「静脈血採血の看護師体験をするのは不安」「静脈
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血採血の患者体験をするのは不安」「静脈血採血を体
験したい」「看護師体験は今後の学習に役立つ」「患
者体験は今後の学習に役立つ」「緊張しやすい」「過
去に静脈血採血を受けた時に嫌な思いをしたことが
ある」の 7 項目に対し，「全くそう思わない」「そう
思わない」「どちらでもない」「そう思う」「とてもそ
う思う」の 5 段階の順序尺度で評価した． 

(3) 自己効力感 
  成田ら 9)が開発した特性的自己効力感尺度を用い
た．特性的自己効力感尺度は 1 因子，23 項目で構成
される．本尺度の構成概念妥当性について，3 つの
パーソナリティー尺度（抑うつ性尺度 CES-D，自尊
心尺度，性役割尺度）及び健康に関する主観的評価
との相関関係の検討により確認されている． 

 本研究における特性的自己効力感尺度 23 項目の
Cronbach のα係数はα=0.854 であり，内的整合性
が確認された． 

 

2.4. 分析方法 
記述統計により，対象者の年齢の平均値と標準偏

差を算出した．性別，静脈血採血「看護師・患者」
体験の有無については，各区分の割合を算出した． 

 自己学習の実施状況と自己学習を実施した理由，
演習に対する思い・気持ち，自己効力感との関連に
ついては Spearman の順位相関係数を算出し，統計
学的有意差の判定基準は 5％とした．統計解析には，
SPSS Statistics 22 を用いた． 

 

2.5. 倫理的配慮 
研究への協力は任意参加を原則とし，参加同意後

に演習の進行に合わせて質問紙を 4 回配布するが，
どの段階であっても研究協力の同意撤回は可能であ
ることを口頭と書面を用いて説明した．また，不参
加や同意撤回によって，今後の学習や学生生活に不
都合は生じないこと，質問紙の内容は成績評価には
いっさい影響しないことを説明し，質問紙の提出を
もって，研究協力の同意が得られたものと判断した． 

また，本調査が看護技術演習の進行を妨げたり，
学習目標に影響を与えたりしないように科目責任者

や担当教員の許可を得た上で実施した．なお，本大
学研究倫理委員会において調査実施の適否について，
倫理的な側面の審議承認を得た上で実施した（研静
14-10）． 

 

3. 結果 
 
3.1. 質問紙の回収率 
 看護技術演習「静脈血採血」を受講している学生
75 名のうち，74 名から質問紙を回収した（回収率
98.7％）． 

 対象者の平均年齢は 19.2±1.7 歳，性別の内訳は男
性 12 名（16.2％），女性 62 名（83.8％）であった． 

 

3.2. 看護師体験，患者体験状況 

 看護技術演習「静脈血採血」で看護師体験をした
学生は 65 名（87.8％），患者体験をした学生は 45

名（60.8％）であった（表 1）． 

 

表 1 看護技術演習「静脈血採血」における学生の体験 

 

 

3.3．自己学習を実施した理由と自己学習の実施との
関連 

 自己学習を実施した理由は自己学習の実施と弱い
～強い関連を認めた（表 2）．特に，学生間で静脈血
採血を実施する演習に向けた自己学習「教科書を読
む時間」は，「学習が足りていないと思った」（rs＝
0.73，p＝0.000），「学習しないと患者役の学生に迷
惑をかけると思った」（rs＝0.71，p＝0.000），「将来，
看護師として必要な技術だと思った」（rs＝0.73，p

＝0.000）の 3 項目と強い正の関連を認めた． 

ｎ （％）

体験した 65 (87.8)

体験していない 9 (12.2)

体験した 45 (60.8)

体験していない 29 (39.2)
　　n=74

看護師
（人に針を刺す体験）

患者
（針を刺される体験）
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3.4．静脈血採血に対する思い・気持ちと自己学習の
実施との関連 

 静脈血採血に対する思い・気持ち「静脈血採血の
患者体験をするのは不安」「静脈血採血を体験したい」
「看護師体験は今後の学習に役立つ」「緊張しやすい」
「過去に静脈血採血を受けた時に嫌な思いをしたこ

とがある」は，いずれも演習に向けた自己学習の実
施と弱い関連を認めた（表 3）．「静脈血採血の看護
師体験をするのは不安」「患者体験は今後の学習に役
立つ」は，演習に向けた自己学習の実施と有意な関
連を認めなかった． 

 

 
表 2 自己学習を実施した理由と自己学習の実施との関連 

 

 

 

静脈血採血練習キッドを用いる演習に向けた自己学習

教科書を読む時間 0.31 ** 0.54 ** 0.59 ** 0.47 ** 0.13 0.48 ** 0.26 * 0.61 ** 0.36 ** 0.54 **

教科書の書き込みやアンダーラインの量 0.48 ** 0.59 ** 0.54 ** 0.42 ** 0.17 0.45 ** 0.23 * 0.59 ** 0.48 ** 0.49 **

看護実習室にあるVTRをみる回数 0.12 0.22 0.19 0.19 -0.05 0.23 * 0.28 * 0.37 ** 0.20 0.20

既習の授業プリントや教科書を見る時間 0.26 * 0.55 ** 0.48 ** 0.28 * 0.09 0.46 ** 0.20 0.46 ** 0.34 ** 0.44 **

廊下に掲示した血管・神経走行の解剖図を
見る回数 0.35 * 0.51 ** 0.48 ** 0.43 ** 0.13 0.29 * 0.26 * 0.48 ** 0.23 * 0.49 **

インターネットを利用して調べる時間 0.27 * 0.28 * 0.20 0.06 0.09 0.38 ** 0.12 0.26 * 0.22 0.19

教員にアドバイスを求める 0.51 ** 0.50 ** 0.35 ** 0.25 * 0.08 0.36 ** 0.46 ** 0.45 ** 0.24 * 0.36 **

看護師として働いている知人にアドバイスを
求める 0.19 0.25 * 0.15 0.12 0.11 0.20 0.05 0.19 0.12 0.10

他の演習グループの学生にアドバイスを求め
る 0.19 0.36 ** 0.43 ** 0.43 ** 0.09 0.38 ** 0.37 ** 0.48 ** 0.27 * 0.49 **

他校の学生にアドバイスを求める -0.03 -0.02 0.19 0.03 -0.28 * 0.10 0.03 0.17 -0.01 0.12

学校での練習回数 0.23 * 0.34 ** 0.37 ** 0.14 -0.09 0.28 * 0.38 ** 0.35 ** 0.20 0.47 **

家での練習回数 0.37 ** 0.43 ** 0.41 ** 0.26 * 0.27 * 0.44 ** 0.01 0.37 ** 0.29 * 0.42 **

学生間で静脈血採血を実施する演習に向けた自己学習

教科書を読む時間 0.55 ** 0.69 ** 0.73 ** 0.40 ** 0.02 0.71 ** 0.59 ** 0.73 ** 0.64 ** 0.64 **

教科書の書き込みやアンダーラインの量 0.48 ** 0.58 ** 0.49 ** 0.18 0.06 0.49 ** 0.56 ** 0.49 ** 0.33 ** 0.40 **

看護実習室にあるVTRをみる回数 0.19 0.18 0.15 0.23 0.01 0.12 0.36 ** 0.14 0.07 0.05

既習の授業プリントや教科書を見る時間 0.51 ** 0.52 ** 0.54 ** 0.38 ** 0.06 0.49 ** 0.51 ** 0.59 ** 0.51 ** 0.46 **

廊下に掲示した血管・神経走行の解剖図を
見る回数 0.45 ** 0.64 ** 0.55 ** 0.41 ** 0.01 0.49 ** 0.52 ** 0.54 ** 0.51 ** 0.52 **

インターネットを利用して調べる時間 0.49 ** 0.47 ** 0.55 ** 0.22 -0.05 0.34 ** 0.35 ** 0.43 ** 0.33 ** 0.32 *

教員にアドバイスを求める 0.30 * 0.49 ** 0.54 ** 0.32 ** -0.07 0.61 ** 0.58 ** 0.65 ** 0.56 ** 0.57 **

看護師として働いている知人にアドバイスを
求める 0.09 0.23 0.12 0.18 -0.06 0.21 0.15 0.18 0.30 * 0.16

他の演習グループの学生にアドバイスを求め
る 0.47 ** 0.65 ** 0.61 ** 0.41 ** -0.06 0.67 ** 0.57 ** 0.65 ** 0.56 ** 0.52 **

他校の学生にアドバイスを求める -0.04 0.18 0.00 -0.24 -0.43 ** 0.14 -0.21 0.15 0.12 0.17

学校での練習回数 0.55 ** 0.59 ** 0.53 ** 0.41 ** -0.09 0.69 ** 0.64 ** 0.68 ** 0.62 ** 0.63 **

家での練習回数 0.55 ** 0.64 ** 0.56 ** 0.17 0.06 0.42 ** 0.36 ** 0.54 ** 0.47 ** 0.36 **

 Spearmanの順位相関係数 ＊＊p＜0.01    ＊p＜0.05

習得する
のは

難しい技術

自     己     学     習     を     実     施     し     た     理     由

教材に
対する興味

学習不足
への

患者役学生
からの指摘

演習内容に
対する興味

学習が
足りていない

学習不足
への

教員からの
指摘

患者役の
学生に
迷惑を
かける

友達からの
誘い

看護師
として

必要な技術
侵襲のある

技術

静脈血採血練習キットを用いる演習に向けた自己学習
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表 3 静脈血採血に対する思い・気持ちと自己学習の実施との関連 

 

 

 

3.5. 自己効力感と自己学習の実施との関連 
 自己効力感は，学生間で静脈血採血を実施する演
習に向けた自己学習「既習の授業プリントや教科書
を見る時間」（rs＝0.42，p＝0.001），「家での練習回
数」（rs＝0.50，p＝0.000）の 2 項目と中程度の正の

関連を認めた（表 4）． 

学生間で静脈血採血を実施する演習に向けた自己
学習「教科書を読む時間」（rs＝0.31，p＝0.018），「教
科書の書き込みアンダーラインの量」（rs＝0.28，p

＝0.029），「看護実習室にある VTR をみる回数」（rs

静脈血採血練習キッドを用いる演習に向けた自己学習

教科書を読む時間 0.21 0.22 -0.10 0.00 0.02 0.07 0.02

教科書の書き込みやアンダーラインの量 0.13 0.22 -0.05 -0.07 0.06 0.06 0.10

看護実習室にあるVTRをみる回数 0.18 -0.08 0.28 * 0.24 * 0.18 0.02 -0.17

既習の授業プリントや教科書を見る時間 0.04 0.10 -0.12 -0.17 -0.06 0.19 0.04

廊下に掲示した血管・神経走行の解剖図を
見る回数 -0.07 0.08 -0.03 -0.02 -0.12 0.08 -0.01

インターネットを利用して調べる時間 0.13 0.08 -0.14 -0.08 0.03 0.03 0.06

教員にアドバイスを求める -0.10 0.11 0.02 -0.32 ** -0.20 0.03 -0.05

看護師として働いている知人にアドバイスを
求める -0.17 -0.06 0.09 0.07 -0.04 -0.08 0.03

他の演習グループの学生にアドバイスを求め
る -0.05 0.09 -0.15 -0.07 -0.17 0.11 -0.03

他校の学生にアドバイスを求める -0.03 -0.18 0.00 -0.03 -0.13 0.00 0.08

学校での練習回数 0.18 0.06 -0.01 -0.04 0.03 0.23 * -0.01

家での練習回数 0.16 0.24 * -0.10 -0.03 0.02 0.00 0.26 *

学生間で静脈血採血を実施する演習に向けた自己学習

教科書を読む時間 0.08 -0.12 0.25 * -0.06 0.15 -0.17 0.08

教科書の書き込みやアンダーラインの量 -0.03 -0.06 0.22 -0.01 0.12 -0.14 -0.09

看護実習室にあるVTRをみる回数 0.20 0.02 0.16 0.07 0.06 -0.11 0.36 **

既習の授業プリントや教科書を見る時間 0.11 -0.21 0.22 0.01 0.12 -0.19 0.16

廊下に掲示した血管・神経走行の解剖図を
見る回数 0.04 -0.11 0.17 -0.08 0.17 -0.16 0.10

インターネットを利用して調べる時間 0.07 -0.10 -0.09 -0.19 0.01 -0.02 0.22

教員にアドバイスを求める 0.00 -0.19 0.03 -0.07 0.01 -0.33 ** 0.10

看護師として働いている知人にアドバイスを
求める -0.08 -0.13 0.14 0.24 0.07 -0.05 0.03

他の演習グループの学生にアドバイスを求め
る -0.04 -0.18 0.01 -0.11 0.01 -0.21 -0.04

他校の学生にアドバイスを求める 0.15 0.05 0.22 0.22 0.24 0.08 0.14

学校での練習回数 0.07 -0.18 0.04 -0.11 0.15 -0.13 0.12

家での練習回数 0.08 0.07 0.04 -0.11 -0.05 -0.04 0.28 *

 Spearmanの順位相関係数 ＊＊p＜0.01    ＊p＜0.05

過去に
静脈血採血を
受けた時に
嫌な思いを

したことがある

静　脈　血　採　血　に　対　す　る　思　い　・　気　持　ち

静脈血採血
「患者体験」は
今後の学習に

役立つ

静脈血採血
「看護師体験」は

不安

静脈血採血
「患者体験」は

不安
静脈血採血を
体験したい

静脈血採血
「看護師体験」
今後の学習に

役立つ
緊張しやすい

静脈血採血練習キットを用いる演習に向けた自己学習
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＝0.33，p＝0.010），「教員にアドバイスを求める」
（rs＝0.33，p＝0.011），「看護師として働いている
知人にアドバイスを求める」（rs＝0.30，p＝0.022），
「他の演習グループの学生にアドバイスを求める」
（rs＝0.32，p＝0.013），「学校での練習回数」（rs＝
0.32，p＝0.013）の 7 項目は，自己効力感と弱い正
の関連を認めた． 

 

表 4 自己効力感と自己学習の実施との関連 

 
 
4. 考察 
 
4.1．自己学習を実施した理由と自己学習の実施との

関連 
 静脈血採血は看護師として必要な技術だと感じ，
患者役の学生に迷惑をかけられない，学習不足につ
いて認識した学生は自己学習を実施している傾向に
あった．これは，学生が看護技術「静脈血採血」を
体験することの必要性や学習不足を認識する過程に
おいて，自己の課題や目標を明らかにすることで，
自己学習の実施につながったと考える． 

一方，本調査では自己学習を実施した理由と，演
習に向けた自己学習「看護実習室にある VTR をみ
る回数」との関連は弱かった．その理由として，学
生が看護実習室の視聴機材の操作に慣れていないこ
とが考えられる．塚越ら 10

）は，VTR の学習効果と
して，見ることが難しいものを視覚化でき，静止・

繰り返し見ることができるなどの利点があり，教員
の行うデモンストレーションと VTR の視聴を組み
合わせることで学習効果が高くなると述べている．
VTR を視聴することは，学生が教員によるデモンス
トレーションの段階で見逃してしまったことや，教
科書に掲載されている一定方向からの写真では確認
しにくい技術を確認するのに効果があると言えるた
め，本校においても学生が VTR を活用した自己学
習が行えるように環境を整える必要がある． 

 

4.2．静脈血採血に対する思い・気持ちと自己学習の
実施との関連 

 学生にとって，静脈血採血の看護師・患者役割を
体験することは，互いに不安や緊張を伴う．本調査
でも，多くの学生が看護師や患者体験することに不
安を感じたり，自分は緊張しやすいと認識したりし
ていた．しかし，表 3 の結果から，静脈血採血の看
護師体験に不安を感じることは，演習に向けた自己
学習の実施と関連がなかった． 
 不安が自己学習を促進していなかった要因として、
不安とは漠然とした特定できない脅威に対する反応
11

）であり，学生は実際に静脈血採血を体験するにあ
たり何が脅威となっているのか，何について危惧し
ているのか明確にできていない可能性がある．その
ため，不安を軽減する方法の一つである自己学習を
行うといった行動までに至らなかったと考えられる． 

 そこで，学生が静脈血採血を体験する際に，困難
に感じていること，気がかりに感じていることを学
生自信が気づけるように支援していく必要がある． 

 

4.3. 自己効力感と自己学習の実施との関連 
 自己効力感が高い学生は，演習に向けた自己学習
として既習の授業プリントや教科書をみている傾向
にあった．看護技術の実施には，基礎的な知識や既
習科目の知識を応用する必要がある．自己効力感の
高い学生は看護技術演習「静脈血採血」の体験に向
けて，関連する知識の復習や積み重ねを実施してお
り，効果的な自己学習が行えている傾向にあったと
考える． 

学生間で静脈血採血を実施する演習に向けた自己学習

教科書を読む時間 0.31 *

教科書の書き込みやアンダーラインの量 0.28 *

看護実習室にあるVTRをみる回数 0.33 *

既習の授業プリントや教科書を見る時間 0.42 **

廊下に掲示した血管・神経走行の解剖図を見る回数 0.25

インターネットを利用して調べる時間 0.00

教員にアドバイスを求める 0.33 *

看護師として働いている知人にアドバイスを求める 0.30 *

他の演習グループの学生にアドバイスを求める 0.32 *

他校の学生にアドバイスを求める 0.08

学校での練習回数 0.32 *

家での練習回数 0.50 **

 Spearmanの順位相関係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊p＜0.01    　＊p＜0.05

自己効力感
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また，自己効力感の高い学生は，演習に向けた自
己学習として練習回数が多い傾向にあった．看護技
術の習得はある程度，繰り返し実践しながら，徐々
に習得されていくものである．特に学生の看護技術
習得は①自分もあんなふうになりたいという全体的
なイメージを「憧れ」として強く意識する．②「憧
れ」に近づこうと「型」「形式」を模倣する．③ある
程度できるようになった段階で，いろいろと工夫し
たりして自分なりの方法をみつける．コツをつかむ．
といったプロセスがある 12

）．学生にとって看護技術
を繰り返し練習することは，自分に合った方法や対
象に合わせた技術提供の方法について考える機会と
なるため，学生が学習を継続できるよう支援してい
く必要がある． 

 

5. 本研究の限界と今後の課題 
 

 本調査は対象数が少なく，回答に偏りもみられた
ため，因果関係の検討までは行えなかった．今後は
測定方法の検討や，演習の進行に合わせた縦断調査
を重ね，自己学習の実施に影響を与えた要因につい
て分析を深めていく必要がある． 

 
6. 結論 
 
 看護技術演習「静脈血採血」に向けた学生の自己
学習と関連がある項目として，次のような結果を得
た． 
1) 静脈血採血は看護師として必要な技術だと感

じ，患者役の学生に迷惑をかけられない，学習
不足について認識した学生は自己学習を実施
している傾向にあった． 

2) 静脈血採血の看護師体験に不安を感じること
は，演習に向けた自己学習の実施と相関がなか
った． 

3) 自己効力感が高い学生は，演習に向けた自己学
習として既習の授業プリントや教科書をよく
みている傾向にあり，看護技術演習「静脈血採
血」の体験に向けて，関連する知識の復習や積

み重ねができていた． 
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